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しっかりとした柏原の将来像を描き
「地域からのまちづくり」を推進します

１　地域が主体のまちづくり
お互いの顔が見え、交流ができ、歩いて行ける身の周りの地域。これからは、この程度
の範囲の「地域」が主体となるまちづくりが大切です。
そして、子育て、教育、高齢者医療・介護など、地域住民が積極的にかかわれる住民主
役の新しいまちづくりを目指します。

２　健康増進と子育て支援の充実
住民が日常的に健康管理に意識を持ち、気軽に利用できる健康増進施設の整備などに努
めます。また、お年寄りがいつでも元気で安心に暮らせるよう、高齢者の生きがいづくり、
健康づくりを充実させます。

①市立病院をさらに充実させ、緊急時の医療
に充分対応できるようにします。さらに日
ごろから病気にならないように日常的な健
康指導や医療相談ができる医療機関を目指
します。

②高齢者の健康的な日常生活を積極的に支援
するため、地域の集会所などを利用して、
文化教室、健康教室を開催し、「生きがいづ
くり」や「健康づくり」を支援します。

③若いお母さん、お父さんが安心して子育て
できるよう、ほっとステーション、スキッ
プKIDSなどの子育て支援事業の充実を図ります。また乳幼児医療費の助成の範囲を
拡大します。
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３　教育環境の改良、充実
柏原市が提唱する画期的な︿「かしわらっ子」はぐくみ憲章﹀を推進するため、まず地域・
家庭と学校・園がスクラムを組んで、子どもたちが生き生きと学べる環境をつくらなけれ
ばなりません。
小学校に入学したばかりの子どもが、机に落ち着いて座っていられないという「小１プ
ロブレム」現象は何故なのでしょうか。保育所・幼稚園から小学校、中学校へと段階を踏
む学校教育は、それぞれに意味をもっています。私たちは学校教育に性急な成果を期待し
すぎてはいませんか。もう一度それぞれの学校・園の教育、家庭教育の意味を見つめ直し
てみたい。そのうえで、しっかりとした学力や情操を身につけるためにはどうするのか。
計画推進されている小中一貫教育の意義とも併せて、充分議論をしていきたいと考えてお
ります。
また、環境面でも、校庭の芝生化に加えて、周辺を広葉樹の森で囲みます。森はCO２
を吸収し空気の浄化に役立ちます。いわば「いのちの森」のなかで勉学するという環境整
備を行います。

４　議会改革を断行（議員定数と議員報酬の見直し）
財政再建と将来の安定的な運営のためには、行政のコンパクト化は絶対必要であり、当
然、議員定数削減と議員報酬の見直しは避けて通れません。市民の意見を市政に反映する
機能を充分果たすための絶対必要数は何人か。真剣に議論したいと考えています。
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